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■アナフィラキシーの原因物質

健
康
の
お
話

沼
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郎

ア
ナ
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ィ
ラ
キ
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に
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薬
登
場

沼
尾
　利
郎

　
　ぬ
ま
お 

と
し
お

日
光
市
生
ま
れ
。
宇
都

宮
高
校
、
獨
協
医
大
卒

業
後
、
米
国
留
学
を
経

て
塩
谷
総
合
病
院
副
院
長
、
国
立
病
院
機
構
宇
都
宮

病
院
院
長
を
歴
任
。
現
在
は
同
病
院
名
誉
院
長
と
し

て
宇
都
宮
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
等
で
診
療
。
専

門
は
呼
吸
器
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
な
ど
。

食物
68.1%

医薬品
11.6%

FDEIA
5.2%

昆虫刺傷
4.4%

OIT 2.5%
経口ダニ 1.6%

その他 1.3%

不明
5.3%

1 

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
と
は

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
と
は
ア
レ
ル
ゲ

ン
（
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
引
き
起
こ
す

物
質
）
が
体
の
中
に
入
っ
た
後
に
急
激

に
複
数
の
臓
器
に
重
い
症
状
が
現
れ
る

全
身
性
の
過
敏
反
応
の
こ
と
で
あ
り
、

血
圧
低
下
や
意
識
障
害
な
ど
を
伴
う
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
で
は
命
に

関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
具
体
的
な

症
状
と
し
て
は
皮
膚
・
粘
膜
症
状
（
全

身
の
じ
ん
ま
し
ん
、
口
唇
の
腫
脹
な
ど
）

の
他
に
呼
吸
器
症
状
（
呼
吸
困
難
、
ゼ

イ
ゼ
イ
な
ど
）、循
環
器
症
状（
血
圧
低
下
、

失
神
な
ど
）、
消
化
器
症
状
（
腹
痛
、
繰

り
返
す
嘔
吐
な
ど
）
等
の
多
彩
な
症
状

が
、
同
時
か
つ
急
速
に
進
行
す
る
の
が

特
徴
で
す
（
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
は
時

間
と
の
勝
負
）。
し
か
し
時
に
は
「
皮
膚

症
状
の
な
い
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
」
や

「
二
相
性
反
応
」（
一
度
症
状
が
消
失
し

て
か
ら
10
数
時
間
後
に
症
状
が
再
発
）、

「
遅
発
型
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
」（
ア
レ

ル
ゲ
ン
に
曝
露
し
て
か
ら
数
時
間
後
に

発
症
）
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

2 

原
因
と
治
療

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
原
因
に
は
食

物
、
医
薬
品
、
昆
虫
刺
傷
な
ど
が
あ
り
、

最
も
多
い
の
は
食
物
で
す
。
小
中
学
生

の
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
ほ
と
ん
ど
は

食
物
が
原
因
で
あ
り
、鶏
卵
、牛
乳
、ナ
ッ

ツ
類
（
ク
ル
ミ
な
ど
）、
小
麦
、
落
花
生

な
ど
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
年

代
別
に
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
は
異

な
り
ま
す
が
、最
近
で
は
乳
幼
児
の
ナ
ッ

ツ
ア
レ
ル
ギ
ー
の
増
加
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
方
、Ｘ
線
造
影
剤
や
血
液
製

剤
、
抗
生
物
質
な
ど
の
医
薬
品
が
原
因

と
な
る
こ
と
が
あ
り
、食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

を
起
こ
す
成
分
を
含
む
医
薬
品
も
あ
る

の
で
注
意
を
要
し
ま
す
。
ア
ナ
フ
ィ
ラ

キ
シ
ー
を
起
こ
す
代
表
的
な
昆
虫
は
ハ

チ
で
あ
り
、
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
や
ス
ズ
メ

バ
チ
な
ど
の
活
動
が
活
発
に
な
る
夏
か

ら
秋
の
時
期
は
特
に
気
を
つ
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
治
療
の
第
１
選

択
薬
は
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
で
す
。
ア
ド
レ

ナ
リ
ン
に
は
血
圧
を
上
げ
る
、
気
道
を

広
げ
る
、
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
抑
え
る

等
の
作
用
が
あ
り
、
重
症
例
で
は
速
や

か
な
投
与
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
緊
急
治
療

薬
と
し
て
広
く
使
用
さ
れ
て
き
た
の
は

自
己
注
射
薬
エ
ピ
ペ
ン
で
す
が
、
注
射

へ
の
恐
怖
心
や
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
の
高

さ
、
使
い
方
へ
の
不
安
な
ど
が
課
題
と

し
て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

3 

新
薬
（
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
点
鼻
薬

　 ネ
フ
ィ
ー
）
へ
の
期
待

近
年
で
は
急
性
期
レ
ス
キ
ュ
ー
分
野

で
の
経
鼻
製
剤
の
即
効
性
が
注
目
さ
れ

て
お
り
（
て
ん
か
ん
、
低
血
糖
な
ど
）、

こ
の
背
景
に
は
製
剤
開
発
に
必
要
な
技

術
革
新
（
高
性
能
な
吸
収
促
進
剤
、
専

用
器
具
の
改
良
）
が
あ
り
ま
す
。
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
新
薬
で
あ
る
点
鼻
薬

ネ
フ
ィ
ー
は
鼻
に
ワ
ン
プ
ッ
シ
ュ
す
る

だ
け
で
鼻
粘
膜
の
豊
富
な
毛
細
血
管
か

ら
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
が
速
や
か
に
吸
収
さ

れ
る
た
め
、
注
射
薬
エ
ピ
ペ
ン
と
同
等

の
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
点
鼻

薬
の
利
点
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
注
射
と

い
う
医
療
行
為
へ
の
不
安
や
た
め
ら
い

等
の
エ
ピ
ペ
ン
の
課
題
が
大
き
く
改
善

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

エ
ピ
ペ
ン
や
ネ
フ
ィ
ー
は
ア
ナ
フ
ィ
ラ

キ
シ
ー
が
出
現
し
た
と
き
一
時
的
に
症

状
を
や
わ
ら
げ
、
シ
ョ
ッ
ク
を
防
ぐ
効

果
が
期
待
で
き
る
補
助
治
療
薬
な
の
で
、

使
用
後
は
必
ず
医
療
機
関
を
受
診
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
ど
ち
ら
の
薬

も
事
前
に
所
定
の
講
習
を
修
了
し
た
登

録
医
で
な
い
と
処
方
で
き
な
い
た
め
、

ど
こ
の
医
療
機
関
で
も
薬
が
出
せ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
「
も
し
も
」

へ
の
準
備
が
命
を
守
る
の
は
、
災
害
も

医
療
も
同
じ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
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